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中国諸民族履 きもの固有属性 の検討（３）

一女子履きものの固有属性からみた文化クラスター－
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【目的 と方法】本 研究は、中国に 居住する諸民 族を それら民 族が もつ伝 統的な履 きも

のの固有属性 によって計量的 に分類曲 した もめである。 前報では、16民族の男子履きもの

を対象として『固有属卜削 によりクラスター分r を行ったところ、3つの履きもの圏に分類され、

履きもの固有属性は当該民族の生業と密接に関連していることが明らかとなった。本報では、前

報と同じの16民族の女子の資料を対象 として、これらの「固有属吐」をダミー変数として数量化

し、民族間の距離行タリをマハラノビスの汎距離によって示し、これをもとにaver啄法によるクラ

スター分析 を行った。

【結果】1  6 民族の女子履きもの 間のクラスター分析によると、ハザク族･ キルギス族･ ウイ

のレ族で構成され『皮製の長ぐつ』を特徴とする履 きもの圏 工、モンゴル族・ダフール族・チベッ

ト族で構成され 波 製で履きもの先端が反り上力ち た長ぐつ」を特徴とする履きもの圏皿、イ族・

カン族・パイ族・メオ族・ナシ族・チャン族･ チワン族・トンシャン族・シボ族・マンシュウ族

で構成され「布製の浅ぐつ」を特徴とする履 きもの圏Ⅲが構成 された。
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２ Ha-4 仮装と心理一自己評価と他者評価の対比－
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(＊文教大、＊＊共立女子大)

＜目的＞　 昨年度の第50 回大会では仮装行為における心理状態について、その役を演じた

本人 自身 の評価につい て報告した が､ 今回は自己評価と他者評価 とを比較しながら両評価の

関係について考察した。

＜方法 ＞　実際に「１ 日仮装」を行った大学生（美術専修）45  名に仮装後に、質問紙によ

るアンケート調査を実施した。調査内容は、役柄 と着装、仮装時の気分、性格などである。

また45 名中「その役になりきれた」と自己評価した 人の中から10  名を選び、仮装当日撮影

した写真を もとに他専修の学生22 名に、その役を演じた人の気分、性格などを他者評価し

てもらう た。

＜結果＞　45 名 の自己評価につい て、仮装時の気分の評価デー タを因子分析した結果、陽

気（因子寄与率34.  9%)、臆病（15.7% ）、緊張（13.8% ）の３つ の基本的因子 が抽出 された。

これらの因子の因子得点を用い ウォード法によるクラスター分析を行ったところ､ 臆病と緊

張にそれぞれプラスとマイナスに反応した４つのグループ に分かれた。次に10  名の自己評

価と22  名 の他者評価につい て、気分の評価データを因子分析した結果、活 発（因子寄与率

26. 3%）、陽気（24. 5%）、不安 （14. 9%）、緊張（14. 7%）の４因子が抽出 され、また、性格の

評価データの因子分析からは、積極的（因子寄与率33.  6%）、おしゃ べり（26. 1%）、感情的

（15. 3%）、大まか（13. 8%）の４因子が抽出された。 自己評価 と他者評価の平均因子得点間

でｔ検定を行った結果、気分の「陽気」と、性格の「感情的」に有意差 が認められた。
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